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9) Winnicott, The Maturational Processes, p.30.（ウィニコツト〔1977〕、 23頁。）
10）ウィニコットの主張する「母親の営み〔mothering〕Jとは「技術〔technique〕j
であり、必ずしもmotheringを行う者が実母であらねばならないわけではない。










and Self-Identity, 1991, cambridgeはその一つである。この著書の中でギデンズは、
ウィニコットの潜在空間の概念については多くのページを割いて考察してい
るが、そこではく幼児に全能感をもたらすのは第一に母親の乳房との関係性
である〉というウィニコットの見解については全く言及していないし、ウィ
ニコットの理論における母親に該当する部分のほとんどを養育者〔caretaker〕
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という言葉に置き換えている。というのも、ギデンズはウイニコットの理論
を部分的に受け継ぐことで、自らの存在論的安心〔ontologicalsecurity〕の議論
を進めるための手がかりにしようとしているからである。また、ウィニコツ
トが小児科医であり、自らの理論を主に子どもの精神的治療を目的としたも
のとして考えていたのに対し、ギデンズは自らの理論を、成長した人間にお
いて正常なノレーティーンがいかにして形成されるかという問いに対する回答
として考えている。ゆえに、ギデンズの基本的信頼についての見解は、子ど
もだけではなく、成人した神経症患者もその考察の対象として含まれる。ギ
デンズの基本的信頼についての考察は、精神分析と、実存思想の見解を不安
という概念で橋渡しし、実存思想（特にハイデガー）による人間についての考
察を生かしつつ、実在思想が前提とする存在論を形而上学的にではなく、心
理学的に基礎づける試みであると言える。
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